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令和元年（2019 年）11 月 17 日（日）、ふれ
あいの丘スポーツパークで「第 6回 しみずふる
さとまつり」を開催しました。清水地域にちな
んだ参加型イベントが多く盛り込まれたこの日、
たくさんの人でにぎわいました。
司会とライブパフォーマンスをしてくれたの
は、同地域にゆかりのある声優、天ノ崎 稜奈さん。
透き通るような声やライブステージ中に着物姿
から洋服姿に衣装替えをするパフォーマンスな
どで観客を魅了しました。
恒例の「STWC綱引き大会」では、多数のチー
ムが参加し、声援が響く中、汗を流しながら楽し
む姿が見られました。

食育運動の推進に伴う「地産地消」活動の一環
として、農業士会・4Hクラブから丹精込めて作
り上げた温州みかんを寄贈賜りました。将来の有
田川町を担う子どもたちが農業への関心を持ち、
全国ブランドを誇る当町のみかんに対する理解を
深めていただくことを目的とし、毎年実施されて
います。今年度は令和元年（2019 年）11 月 21
日 ( 木 ) に「温州みかん贈呈式」が行われました。
これらのみかんは町内の保育所、小・中学校の

児童・生徒に届けられ、給食などで提供されまし
た。

佐々木 哲夫さん（庄）（写真右）
佐々木さんは和歌山県養鶏協会会長として、新たに会員
の経営能力向上のための勉強会を立ち上げるとともに、個
別相談に積極的に応じるなど、和歌山県養鶏業のリーダー
として活躍しているほか、えさや飼育環境にこだわり、安心・
安全で高品質な卵の提供に努めるなど、養鶏経営のモデル
的役割を果たしていることが認められ、受賞されました。
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生駒 キヨ子さん（明王寺）
（写真右から 2人目）

川村 通代さん（明王寺）
（写真前列）

平成 28 年（2016 年）3月に地方創生事業として実
施した「ナイナイのお見合い大作戦　有田川の花嫁」。
このイベントに参加された山田達さん（生石）（＝写真
左）と愛さん（旧姓：佐藤）（＝写真右）がこの度ご結
婚されました。
お二人は、当イベントでカップルになられてから和
歌山県と愛知県の遠距離恋愛を経て、見事ゴールイン
されました！現在お二人は、生石区にある山田さんの
実家に住まわれており、家業である「たまご牧場まきば」
（養鶏業）をお手伝いされています。
達さん・愛さん、末永くお幸せに！

この度、株式会社ユーラスエナジー有
田川さまから、ユーラス有田川ウインド
ファームの操業 10 周年を記念して、たく
さんの図書を寄贈賜りました。
この図書は、現在建設中の（仮称）絵本
美術館でご覧いただける予定です。

4

賞の内容 中学校名 氏名 作文題名・標語

大阪国税局長賞 石垣３年 林 望美 五．六秒に一人 ～小さな命を守るために～ 作文

和歌山県納税貯蓄組合総連合会会長賞 吉備３年 田村 芽意 世界一幸せなおばあちゃんになるために 作文

和歌山県知事賞 金屋３年 調 美法 子どもの未来のために 作文

有田川町長賞 吉備３年 籔野 桜 税のためにできること 作文

有田川町長賞 金屋２年 畑屋 来依 明日を作る税金 作文

有田川町長賞 石垣３年 河村 悠生 無駄 作文

有田川町長賞 八幡１年 梅本 育実 税金の大切さ 作文

有田川町長賞 吉備２年 宮地 優成 僕らの税　令和を照らす　第一歩 標語

有田川町長賞 金屋３年 侑愛 支え合う　日々の暮らしを　税金で 標語

有田川町長賞 八幡１年 梅本 育実 未来への　願いと一緒に　納めよう 標語

有田納税貯蓄組合連合会会長賞 金屋３年 井 彩乃 税は味方 作文

有田納税貯蓄組合連合会会長賞 金屋３年 岡 聖奈 大好きな学校づくり 作文

有田地方租税教育推進協議会会長賞 吉備２年 藤田 和希 税金と　僕らが創る　新時代 標語

有田地方租税教育推進協議会会長賞 石垣３年 里 莉子 私の税　みんなの笑顔の　もとになれ 標語

近畿税理士会湯浅支部長賞 吉備３年 坂口 和奏 たばこ税 作文

近畿税理士会湯浅支部長賞 金屋３年 山口 朱美 税について考えたこと 作文

公益社団法人湯浅納税協会会長賞 八幡３年 二澤 歩愛 Ｎｏ税は　豊かな暮らしを　築けない 標語

令和元年（2019 年）は有田川町内の各中学校で 17人が受賞しました。おめでとうございます。
この事業では、全国の中学生から「税についての作文」「税の標語」を募集し、将来を担う中学生に税に
ついて関心を持っていただき、また税について正しい理解を深めていただくことを目的としています。

受賞者集合写真（吉備・清水地域） 受賞者集合写真（金屋地域）
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令和元年（2019 年）12 月 1 日

付で厚生労働大臣から、表に記載

の方々が委嘱されました。
やすらぎ福祉課（金屋庁舎）

●

？
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員
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児
・
員
委
生
民

働
労
生
厚
、
は
員
委
童
児
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児
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活
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児
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児
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11 月 20 日（水）に、清水保健センターで「お

手玉とわらべ唄で脳がいきいき、シルバーヨガで

身体が軽く」と題し、介護予防講座を開催しまし

た。

お手玉を使い２つの事を同時に行う手の運動で

は、すぐに子どもの頃の感覚を取り戻し、楽しい

時間となりました。またシルバーヨガでは、椅子

に座った状態での呼吸法や発声、体のほぐし運動

などを行い、初めて体験された方からも「体が軽

くなったし、覚えやすい」と大好評でした。次の

講座でも開催するので、ぜひご参加ください。

最近足腰に力が入りにくくなり、床からの立ち上がりや歩

くことが大変に感じるようになっていたそうです。もう一度

以前のように草刈り機を使って農作業ができるようになりた

いという思いから、介護予防サービス（※通所型サービスＣ）

を利用して、３カ月間集中的にリハビリをすることにしまし

た。

期間中は自宅でもリハビリ計画に沿って体操や歩行訓練を

行い、３カ月が経つ頃には立ち上がりや歩くことがスムーズ

にできるようになった橋本さん。「草刈り機を使って農作業

もできるようになって、歩いて畑へ出かけています。リハビ

リで教わった体操も続けています」と話してくれました。
※通所型サービスＣとは／生活機能の低下がみられる方に、専門職が
関わり個々に応じた介護予防サービスをデイサービスなどで提供す
ることによって生活機能を改善することを目標としています（期間
３～６カ月間）。リハビリの様子の例

おたっしゃさ～ん！
～これからも現役！いつまでも現役！～

橋本 まゆみ さん（84歳）

お手玉

シルバーヨガ

介護予防講座

2月 14日（金）13 時～　金屋文化保健センター

2月 27 日（木）13 時～　きび保健福祉センター
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恐
る
す
化

。
す 

症
（
法
療
症
対
、
で
の
い
な
が
薬
効
特

の
う
い
と
み
の
）
法
療
う
行
て
し
対
に
状

。
す
で
状
現
が

の
養
栄
と
分
水
、
に
め
た
ぐ
防
を
水
脱

滴
点
の
で
院
病
、
は
に
合
場
い
ど
ひ
が
状

。
す
で
要
必
が
療
治

留
に
内
体
を
ス
ル
イ
ウ
は
薬
め
止
痢
下

こ
い
な
し
用
使
、
で
の
る
な
に
と
こ
る
め 

防
予
染
感
る
き
で
で
庭
家

。）
ど
な
後
の
レ
イ
ト
や
前
の
事
食
に

（
毒
消
の
品
用
理
調
②

85

湯
熱
の
上
以
度

で
1

。）
間
分

（
い
な
べ
食
で
生
は
貝
枚
二
③
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熱
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開設日時など
子育て悩み事相談 月曜日（要予約） 8:30 ～ 17:15

子育て相談・ほっとルーム 
＆お外遊び 火曜日～木曜日 9:00 ～ 11:00・13:30 ～ 16:30

あそびのひろば
●第 1・第 3金曜日／ 0～ 1歳半 
●第 2・第 4金曜日／ 1歳半～就学前 
※第 5金曜日はお休みです

10:00 ～ 11:30（9:30 受け付け開始） 

14:00 ～ 15:00（13:30 受け付け開始）

「たまてばこ」さんの 
絵本の読み聞かせ

奇数月の第 1金曜日（午前の「あそびのひろば」）／ 0～ 1歳半
偶数月の第 2金曜日（午前の「あそびのひろば」）／ 1歳半～就学前

にこにこひろば 
（1歳半～）

●第 4水曜日（1月 22 日）10:00 ～ 11:00 
　※ 9:30 受け付け開始　※受け付け後、10:00 まで自由遊び 
●内容／楽しい親子の食育教室
●場所／金屋文化保健センター

●場所（にこにこひろば以外）／子育て支援センター（旧きび中央保育所）
　☎ 090-7966-7697・52-5474（ファクス兼用）

楽しい親子の食育教室
（にこにこひろば）

●日時／ 1月 22 日（水）10:00 ～ 11:00
●場所／金屋文化保健センター
●対象／ 1歳半から就学前の子どもと保護者
●定員／ 50組程度
●参加費／無料
●申し込み予約／事前に子育て支援センター
への申し込みが必要。申込期間は 12月 25
日（水）～ 1月 20 日（月）。

健康みちしるべ

！
意
注
に
季
冬
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べりできる場所を、あそびのひろばでは楽
しいあそびを用意してお待ちしています。
一緒に子育てを楽しみましょう！

※ 1月 17 日午後・31 日午前、2月 7日午後のあそびのひろばはお休みです。
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ベビーマッサージ
＆ママヨーガ

●日時／ 1月 31 日（金）10:00 ～ 11:30
●場所／子育て支援センター
●対象／親子（子どもは 2カ月から 1歳程度）
●定員／ 20 組
●参加費／無料
●申し込み予約／事前に子育て支援センター
への申し込みが必要。1月 8日（水）9時か
ら受け付け開始。
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1 月 15 日（水）
8:00 ～ 9:00　金屋文化保健センター

特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房

1 月 26 日（日）
8:00 ～ 9:00　きびドーム

特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房

2 月 16 日（日）
8:00 ～ 9:00　金屋文化保健センター

特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房・子宮

集団健診は
事前に申し込みが必要です！

申し込みは健康推進課（金屋庁舎）ま
たは清水行政局住民福祉室まで。
また、年齢・健康保険の種類によって
受診できる内容が異なります。

2 月 5日（水）

※ 1月の健康相談はお休み

　■場所／金屋文化保健センター

1 月 6日（月）清水保健センター
1 月 9日（木）金屋文化保健センター
1 月 16 日（木）金屋文化保健センター
1 月 23 日（木）金屋文化保健センター
2 月 3日（月）清水保健センター
2 月 6日（木）金屋文化保健センター

4 カ月児健診［令和元年（2019 年）9月生まれ］
　1月 28 日（火）13:00 ～ 13:15

10 カ月児健診［平成 31年（2019 年）2月生まれ］
　1月 7日（火）12:30 ～ 12:45

1 歳 6カ月児健診［平成 30年（2018 年）5月生まれ］
　1月 15 日（水）12:45 ～ 13:00

2 歳児健診［平成 29 年（2017 年）10 月生まれ］
　1月 22 日（水）12:45 ～ 13:00

3 歳 6カ月児健診［平成 28年（2016 年）6月生まれ］
　1月 8日（水）12:45 ～ 13:00

■場所／金屋文化保健センター

1月 6日（月）・2月 3日（月）

■場所／清水保健センター

実施時間

9:00～
11:00

実施時間

9:00～11:00

医療費状況（令和元年（2019 年）11 月）

実施時間

9:00～11:00

4
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搬入量と人口に基づいて計算され、10kg 当たり約
250 円かかることになります。
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11 月 23 日（土）に開催した石垣中学校での「いしがき学園発表会」に石垣小学校の児童 58人が参加
しました。1～ 3年生は合唱「ジッパ・ディー・ドゥー・ダー」と合奏「ミッキーマウスマーチ」を、4
～ 6年生は合唱「パプリカ」と合奏「ホール・ニュー・ワールド」を発表しました。子どもたちは練習の
成果を十分に発揮し、全員の心をひとつにした思い出に残る発表をしました。
精いっぱい頑張る子どもたちを支えてくれたのは、参観者の拍手による応援であり、子どもたちの合唱
や合奏に聴き入ってくれている姿でした。子どもは周りの人に見つめられていると感じるとき、よく育つ
と言われますが、子どもたちの姿はまさにその証でした。

鳥屋城小学校3年生は総合的な学習の時間を利用し、地域の若手農家で4Hクラブ（若手農業従事者の会）
会長 亀井さんから、みかんについて学んでいます。
春はみかんの花を間引き、夏には摘果の作業を体験。そして今回、ついに収穫体験を実施しました。子
どもたちは教えてもらった “2 度切り ” を駆使しながら、たくさん実ったみかんを一つ一つ丁寧に収穫し
ました。

、回次。たしまりが上でちこちあが声ういと」！い甘「」！いしいお「し食試をんかみたっ採で分自は後のそ
はっさくの収穫体験を行う予定です。

4

1 月 14 日（火）は金屋図書館・しみず図書室の臨時休館日と
いたします。図書の返却には、ブックポスト（ALEC・金屋図書館・
しみず図書室に設置）をご利用ください。
※大型絵本などは開館時にカウンターへ返却をお願いします。

ちいさな駅美術館　～ Ponte del Sogno ～

有田川町
絵本コンクール 2019
受賞者原画展
時間／平日 10:00 ～ 19:00、
　　　土日祝 10:00 ～ 17:00
※月曜日休館
　（祝日の場合は翌日休館）
※ 2月 13 日（木）は臨時休館日
※各原画展最終日は 15:00 で終了

新着図書案内
■一般書
夜はおしまい　…………………　島本理生／著
カエルの小指　…………………　道尾秀介／著
源匣記　……………………………　矢野隆／著
十三の海鳴り　………………　安部龍太郎／著
トリニティ、トリニティ、トリニティ　…　小林エリカ／著
殺し屋、続けてます。　…………　石持浅海／著
潮待ちの宿　………………………　伊藤潤／著
紅子　……………………………　北原真理／著
テレビドラマよ永遠に　……　鯨統一郎／著
サンズイ　………………………　笹本稜平／著
神を喰らうもの　………………　新堂冬樹／著

■児童書
なんでもモッテルさん

…　竹下 文子／作　アヤ井 アキコ／絵
くいしんぼうのサンタクロース

　…　中川 ひろたか／作　中川貴雄／絵
きみひろくん　…　いとう みく／作　中田 いくみ／絵
かがみとチコリ　…　 角野 栄子 ／作　及川 賢治／絵
「へてか へねかめ」おふろでね

…　宮川 ひろ／作　ましま せつこ／絵
今、空に翼広げて　………………　山本悦子／著

1 月の移動図書館
1月 8日（水）　安諦小学校　　　12:40～13:00

　しみず園　　　　15:30～16:00
1月 9日（木）　鳥屋城小学校　　13:00～13:30
1月15日（水）　こころの医療センター　14:10～14:30
1月17日（金）　石垣小学校　　　13:00～13:30

　西ケ峯小学校　　15:25～15:45
1月 21日（火）　小川小学校　　　13:00～13:30
1月24日（金）　八幡小学校　　　13:00～13:45

1 月のイベント
■おはなしマラソン
①日時／1月 11日（土）10:30～（約30分間）
場所／金屋図書館

②日時／1月18日（土）10:30～（約30分間）
場所／ちいさな駅美術館

■えほんひろば
日時／ 1月 26 日（日）10:00 ～ 16:00
場所／ ALEC 内廊下

申し込み不要
・参加費無料

1/7（金）～ 1/24（金）
佳作 4作品
「バウ」石原美子　※有田川賞同時受賞
「ジージジジ」井之口真央
「もろはのつるぎ」観量化修居士
「まんまるさま」高橋禎司

1/25（土）～ 2/12（水）
優秀賞 2作品
「コロッケ兄弟の旅」久保田寛子※ tupera tupera 賞同時受賞
「ながみねのイー」かずあき

2/14（水）～ 2/29（土）
最優秀賞
「異常気象」押本達希

図書貸し出しカード切り替えのお願い
町の学校図書館を除く公共の図書施設をご利用の皆さま
には、現在お持ちの利用カードから新しい利用カードへの
切り替えが必要となります。ご本人のお名前・現住所を確
認できるもの（住所が印字されているもの）をお持ちの上、
新しいカードの交付手続きを行っていただきますようお願
いいたします。

●交付場所／金屋図書館・ALEC・ちいさな駅美術館・
しみず図書室

●無料交付期間／～ 3月 31日（火）
　※令和2年4月1日以降は再発行手数料（300円）が必要です。
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て
し
ま
け
あ
年
新

す
ま
い
ざ
ご
う
と
で
め
お

」
望
希
「
度
年
今
は
で
川
田
有
関
機
権
人

少
後
は
ろ
こ
と
す
残
、
え
迎
を
月
正
、
が

の
く
多
は
中
年
旧
。
た
し
ま
り
な
と
し

動
活
、
り
賜
を
力
協
ご
、
援
支
ご
に
々
方

ご
う
と
が
り
あ
に
誠
、
と
こ
た
し
ま
き
で

に
さ
ま
は
動
活
の
権
人
。
た
し
ま
い
ざ

人
的
本
基
「
度
一
う
も
に
間
の
し
少
後
の

さ
切
大
の
権
人
、
し
識
認
を
」
重
尊
の
権

。
す
ま
い
思
と
い
た
り
い
ま
て
え
訴
を

て
い
つ
に
動
活
の
年
昨
で
こ
こ
、
て
さ

が
見
意
う
い
と
」
い
た
し
加
参
ひ
ぜ
も
回

賞
鑑
画
映
や
会
演
講
。
た
し
ま
り
あ
く
多

一
は
方
る
い
て
れ
わ
ら
め
た
を
加
参
の
へ

。
す
ま
い
思
と
ば
れ
け
だ
た
い
加
参
ご
度

の
こ
「
は
に
め
た
る
知
を
さ
切
大
の
権
人

だ
」
と
こ
る
ね
重
を
数
回
に
会
機
な
う
よ

。
す
ま
り
お
て
い
だ
た
い
て
え
教
も
私
と

行
を
ど
な
発
啓
権
人
る
め
高
を
識
意
権
人

」
り
く
づ
ち
ま
る
め
営
の
活
生
な
福
幸
「い

。
す
ま
い
思
と
い
た
し
与
寄
に
展
発
の

ら
か
域
地
屋
金
・
備
吉
（
は
催
開
の
で
区

を
見
意
ご
と
」
は
で
の
る
あ
が
離
距
）
は

有
い
長
に
西
東
、
が
す
ま
い
て
い
だ
た
い

よ
い
な
し
中
集
が
地
催
開
に
え
ゆ
町
川
田

だ
た
い
解
理
ご
で
の
す
ま
い
て
め
努
に
う

。
す
ま
い
思
と
ば
れ
け

い
て
せ
さ
集
募
を
語
標
ら
か
ま
さ
皆
、
り

ら
か
方
の
く
多
、
ろ
こ
と
た
し
ま
き
だ
た

い
ざ
ご
う
と
が
り
あ
、
き
だ
た
い
募
応
ご

だ
た
い
募
応
ご
は
で
関
機
権
人
。
た
し
ま

選
次
二
・
考
選
次
一
ら
か
中
の
品
作
た
い

し
議
協
・
議
審
に
重
慎
と
考
選
終
最
・
考

で
い
ろ
ぞ
作
力
も
れ
ど
、
が
す
ま
り
お
て

外
以
動
活
発
啓
は
で
関
機
権
人
、
お
な

聞
お
も
ど
な
見
意
ご
の
ら
か
ま
さ
皆
も
で

い
た
き
い
て
し
に
考
参
、
き
だ
た
い
せ
か

願
お
く
し
ろ
よ
も
と
後
今
。
す
ま
い
思
と

い
て
せ
さ
と
拶
挨
の
年
新
、
げ
上
し
申
い

。
す
ま
き
だ
た

長
会
川
田
有
関
機
権
人

　

澤
杉

 

次
純発

啓
頭
街
で
校
高
央
中
田
有

年
昨

11
月
14

）
木
（
日

8

田
有
ら
か
時

象
対
を
徒
生
る
す
校
登
で
校
学
等
高
央
中

。
た
し
ま
い
行
を
発
啓
に

委
川
田
有
関
機
権
人
・
員
職
県
は
日
当

徒
生
の
校
学
等
高
央
中
田
有
、
え
加
に
員

皆
の
く
多
変
大
、
ど
な
方
生
先
や
員
役
会

！
う
　

し
ま
け
か
び
呼
を
さ
切
大
の
権
人
、
し
布

。
た

せ
ら
知
お

 
所
談
相
設
特
権
人1

月
16

所
談
相
設
特
権
人
、）
木
（
日

密
秘
、
で
料
無
は
談
相
。
す
ま
し
設
開
を

　

見
意
ご
の
ら
か
ま
さ
皆

す
ま
い
て
し
ち
待
お

　
　

。
す
ま
れ
さ
守
厳
は●

所
場

●

間
時

／
13

16
時

 

会
画
映
権
人

   

」
愛
い
熱
の
ど
ほ
す
か
沸
を
湯
「

か
し
。
家
野
幸
む
営
を
湯
の
幸
・
湯
銭

前
ち
持
、
は
葉
双
・
母
。
態
状
業
休
は
湯

突
日
る
あ
な
ん
そ
。
た
い
て
て
育
を
娘
ら

命
余、
然

2

。
る
け
受
を
告
宣
う
い
と
月
カ

。
く
い
て
し
行
実、
め
決
を
」
と
こ
き
べ
く●

／
時
日

2
月
16

）
日
（
日

13
時
30

（
13

）
場
開
時

●

。
映
上
き
付
幕
字
語
本
日
※

。
料
無
場
入
※

理
整
。
す
で
要
必
が
券
理
整
は
に
場
入
※

は
券

1
月
15

所
場
の
次
ら
か
）
水
（
日

。
す
ま
し
布
配
で（

A
L
E
C

教
会
社
・
室
書
図
各
・）

張
出
各
・
室
祉
福
民
住
局
政
行
水
清所

4

{

◆
◆
◆

1

談
相
政
行
の
月

●
1
月
15

）
水
（
日

　

9

12

時

）
舎
庁
備
吉
（
課
務
総◆

◆
◆

第
16
回　

Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｎ
Ｏ
Ｋ

 

in 

川
田
有

「
の
回
今

K
O
N
K
A
T
S
U 

in
有社

般
一
。
画
企
型
験
体
、
ぶ
学
を
」
つ
け

な
で
け
だ
場
の
い
会
出
、
し
き
招
お
を
師

コ
つ
立
役
も
で
活
生
の
段
普
や
場
職
く

話
会
に
ら
さ
、
で
ク
ン
リ
ド
と
理
料
い
し

♪
も
か
む
弾
も

 

。
い
さ
だ
く
加
参
ご
ひ
ぜ
。
迎
歓
大
も●

時
日

／
2
月
16

）
日
（
日

10

15
時

30

（
分

9
時
30

）
始
開
け
付
け
受
分

●

所
場

）
１
‐
９
４
４

●

者
象
対

将
は
た
ま
、
住
在
町
川
田
有
／

る
あ
の
思
意
住
居
来

20

身
独
の
上
以
歳

）
可
不
生
学
（
女
男

●

員
定

性
男
／

20

性
女
、
人

20
人

選
抽
は
合
場
の
数
多
者
募
応
※●

け
付
け
受
み
込
し
申

年
元
和
令
／
間
期
付
受
・

12
月
25

）
水
（日

1
月
31

）
木
（
日

E

記
を
項
事
要
必

申
お
、
上
の
入

さ
だ
く
み
込
し

。
い

金
（
課
業
産
（
所
談
相
婚
結
町
川
田
有

）
内
）
舎
庁
屋第

2
回 

山
椒

お
に
究
研
態
生
の

会
告
報
果
成
る
け

成
平

29

（
度
年

7
1
0
2

ら
か
）
度
年

有
、
に
的
目
を
上
向
の
率
効
産
生
の
椒
山

校
学
等
高
央
中
田

　

、
に
諭
教
浩
長
里
仲

。
す
ま
い
て
し
い
願
お
を
究
研
態
生
の
椒
山

る
す
催
開
を
会
告
報
果
成
で
容
内
の
次

だ
く
席
出
ご
ひ
ぜ
は
方
の
者
産
生
、
で
の

研
の
椒
山
で
校
同
、
は
回
今
た
ま
。
い
さ

も
告
報
究
研
の
ら
か
徒
生
む
組
り
取
に
究

。
す
ま
い
行●

時
日

／
1
月
25

）
土
（
日

14

●

所
場

●

容
内

さ
上
向
を
率
効
産
生
の
椒
山
①
／

て
い
つ
に
形
樹
る
せ

 

育
生
の
木
幼
②

て
い
つ
に

 

関
の
育
生
と
境
環
象
気
③て

い
つ
に
係

●

け
付
け
受
み
込
し
申

1
月
17

）
金
（
日、）

５
５
５
９
‐
２
３
（

E

（n.sangyo@
tow
n.aridagaw

a.lg.jp

）水
清
・）
舎
庁
屋
金
（
課
業
産
は
た
ま

込
し
申
お
で
口
窓
室
興
振
業
産
局
政
行

。
い
さ
だ
く
み

料
無
加
参
※

局
政
行
水
清
・）
舎
庁
屋
金
（
課
業
産

室
興
振
業
産◆

◆
◆

1

血
献
の
月

●
1
月
22

）
水
（
日

舎
庁
備
吉
場
役
町
川
田
有
・

　

10

12

時
30
分

・
J
A

所
本
だ
り
あ

　

14

16
時
30
分

●
1
月
27

）
月
（
日

社
会
式
株
ム
コ
イ
ア
山
歌
和
・

　

10

12

、
時

13

14
時
30
分

・
J
A

所
支
屋
金
だ
り
あ

　

15
時
30
分

16
時
30
分

）
舎
庁
屋
金
（
課
進
推
康
健

4



◆
◆
◆

和
令

2
・
3

度
年

始
開
け
付
け
受
の
録
登
格
資
加
参
札
入

和
令

2
・
3

（
度
年

0
2
0
2

・

1
2
0
2

の
）
度
年

2

な
と
効
有
間
年

の
請
申
録
登
格
資
加
参
札
入
町
川
田
有
る

す
望
希
を
録
登
。
す
ま
い
行
を
け
付
け
受

。
い
さ
だ
く

和
令
、
も
合
場
の
中
録
登
在
現
、
お
な

2

（
年

0
2
0
2

）
年

3

有
が
で
ま
月

を
録
登
き
続
き
引
。
す
ま
り
な
と
間
期
効

。
す
で
要
必
が
請
申、
は
合
場
る
れ
さ
望
希●

間
期
出
提

／
1
月
6

2
月

28

）
金
（
日

可
送
郵
※

間
期
、
が
る
け
付
け
受
時
随
も
後
間
期
※

る
す
先
優
を
方
た
い
だ
た
い
出
提
に
内

を
数
日
で
ま
る
す
了
完
が
録
登
、
め
た

。
す
ま
し
要

●

先
出
提

）
舎
庁
備
吉
（
課
務
財
／

●

類
書
請
申

政
行
水
清
び
よ
お
課
務
財
／

た
ま
。
す
ま
し
布
配
で
室
策
政
務
総
局

。
す
ま
き
で
ド

●

間
期
効
有

／
4
月
1

4
年

（

2
2
0
2

）
年

3
月
31
日

）
舎
庁
備
吉
（
課
務
財

◆
◆
◆

？
出
け
届
へ
場
役
で
故
事
通
交

　

出
け
届

　

や
ま
さ
皆
の
入
加
ご
に
険
保
康
健
民
国

ま
さ
皆
る
い
て
し
用
利
ご
を
療
医
祉
福

に
為
行
の
者
三
第
、
ど
な
故
事
通
交
、
は

。
す
ま
り
な
に
要
必
が
出
け
届
の●

は
と
為
行
者
三
第

が
為
行
の
）
人
の
外
以
分
自
（
者
三
第

。
す
ま
し
指
を
合※

）
む
含
を
故
事
車
転
自
（
故
事
通
交
／
例

で
ど
な
為
行
力
暴
、
き
と
た
し
を
が
け
で

ど
な
き
と
た
れ
ら
せ
さ
を
が
け
に
者
他

●

？
の
な
要
必
が
出
け
届
ぜ
な

き
と
た
し
を
が
け
り
よ
に
為
行
者
三
第

合
割
失
過
が
方
手
相
、
来
本
は
費
療
治
の

か
し
。
す
で
の
も
き
べ
す
担
負
て
じ
応
に

、
ら
か
点
観
の
済
救
者
害
被
に
ど
な
合
場
い

て
立
が
険
保
康
健
で
と
こ
く
頂
を
出
け
届

険
保
康
健
、
り
よ
に
出
け
届
の
こ
た
ま

な
社
会
険
保
害
損
は
た
ま
（
方
手
相
ら
か

た
え
替
て
立
が
険
保
康
健
、
し
対
に
）
ど

り
な
に
能
可
が
と
こ
る
す
求
請
を
費
療
治

。
す
ま

で
の
る
が
な
つ
も
に
化
正
適
の
費
療
医

。
い
さ
だ
く
力
協
ご

◆
◆
◆

20

に
た
な
あ
る
な
に
歳

じ
は
を
し
ら
暮
の
後
老
、
は
金
年
民
国

考
う
い
と
う
合
え
支
を
し
ら
暮
で
な
ん
み

。
す
で
み
組
仕
た
れ
ら
作
で
方
え

20

上
以
歳

60

お
に
内
国
本
日
の
満
未
歳

除
を
）
※
（
方
の
部
一
、
は
方
の
い
ま
住

る
す
入
加
に
金
年
民
国
た
ま
。
す
ま
い
て

り
な
は
て
く
な
め
納
を
料
険
保
月
毎
、
と

今
で
由
理
の
ど
な
い
な
が
入
収
。
ん
せ
ま

と
い
し
難
が
と
こ
る
め
納
を
料
険
保
ぐ
す

納
生
学
や
度
制
予
猶
・
除
免
付
納
、
は
き

。
す
ま
り
あ
が
度
制
例
特
付

市
る
い
て
い
置
を
票
民
住
、
は
き
続
手

加
合
組
済
共
や
者
入
加
険
保
金
年
生
厚
※

る
い
て
れ
さ
養
扶
に
者
の
記
前
、
者
入

者
偶
配

）
舎
庁
備
吉
（
課
民
住

●

の
も
な
要
必
に
出
け
届

証
者
険
保
被
・

鑑
印
・・

）
ど
な
証
許
免
（
類
書
認
確
人
本
の
者
庁
来

合
場
の
故
事
通
交
（
書
明
証
故
事
通
交
・

）
み
の

行
発
を
書
明
証
済
届
病
傷
、
後
出
け
届
※

。
す
ま
し

あ
は
で
為
行
者
三
第
は
ど
な
故
事
損
自
※

る
す
認
確
を
と
こ
の
そ
、
が
ん
せ
ま
り

。
す
ま
り
あ
が
合
場
な
要
必
が
出
け
届

●

項
事
意
注

合
場
）
る
い
て
し
立
成
が
談
示
（
る
い
て

災
働
労
（
が
け
の
中
勤
通
や
中
事
仕
、
や

運
酒
飲
の
身
自
た
ま
、）
象
対
の
険
保
害

反
違
令
法
る
よ
に
ど
な
転
運
許
免
無
や
転

合
場
い
な
え
使
が
証
険
保
、
は
で
故
事
の

。
す
ま
り
あ
が●

へ
方
る
い
て
れ
さ
給
受
を
療
医
祉
福

ど
子
・
療
医
児
幼
乳
、
は
と
療
医
祉
福

・
療
医
）
者
（
児
害
障
身
心
度
重
・
療
医
も

。
す
で
療
医
人
老
・
療
医
親
り
と
ひ

方
の
ち
持
お
を
証
者
給
受
療
医
祉
福

け
届
の
へ
場
役
に
別
は
と
険
保
康
健
、
は

。
す
ま
り
な
に
要
必
が
出

出
け
届
に
緒
一
は
方
の
険
保
康
健
民
国
※

。
す
で
能
可
が

。
い
さ
だ
く
せ
わ
合
い
問
お
は
く
し
詳
※

）
舎
庁
備
吉
（
課
民
住

4

る
よ
に
士
理
税

内
案
ご
の
場
会
談
相
区
地

方
き
書
の
書
告
申
定
確
る
よ
に
士
理
税

。
す
ま
い
行
で
料
無
を
談
相
の
ど
な

ら
か
午
正
も
場
会
の
れ
ず
い
※

13

で
ま
時

あ
が
合
場
る
す
了
終
を
け
付
け
受
に
め

。
す
ま
り

、
え
控
の
分
年
前
、
は
に
際
の
場
来
ご
※

あ
の
入
収
金
年
・
与
給
（
票
収
徴
泉
源

証
種
各
る
係
に
除
控
得
所
、）
合
場
る

な
要
必
に
成
作
の
書
告
申
の
ど
な
書
明

持
ご
を
ど
な
鑑
印
、
具
用
記
筆
と
類
書

。
い
さ
だ
く
参

等
式
株
・
物
建
・
地
土
「
も
と
場
会
各
※

相
「」
税
与
贈
「」
得
所
た
れ
さ
却
売
を

談
相
る
す
関
に
」
得
所
林
山
「」
税
続

税
浅
湯
、
は
合
場
な
要
必
が
談
相
る
す

。
い
さ
だ
く
し
越
お
で
ま
署
務

署
務
税
浅
湯

　

１
５
３
５
‐
３
６
☎

正
改
の
除
控
費
療
医

成
平

29

定
確
の
分
）
年
７
１
０
２
（
年

に
り
わ
代
の
出
提
の
書
収
領
、
ら
か
告
申

必
が
付
添
の
」
書
細
明
の
除
控
費
療
医
「

。
た
し
ま
り
な
と
要

で
宅
自
は
書
収
領
の
費
療
医

5

保
間
年

務
税
、
た
ま
。
す
ま
り
あ
が
要
必
る
す
存

た
ま
示
提
、
は
き
と
た
れ
ら
め
求
ら
か
署

。
ん
せ
ま
り
な
ば
れ
け
な
し
出
提
は

療
医
た
け
受
を
付
交
ら
か
者
険
保
療
医

を
入
記
の
細
明
、
と
る
す
付
添
を
知
通
費

。
す
ま
き
で
略
省

署
務
税
浅
湯

　

１
５
３
５
‐
３
６
☎

和
令

2
・
3

等
繕
修
模
規
小
度
年

始
開
け
付
け
受
の
録
登
加
参

な
易
簡
で
額
少
る
す
注
発
が
町
川
田
有

川
田
有
る
す
と
象
対
を
ど
な
繕
修
や
事
工

け
受
の
請
申
録
登
加
参
等
繕
修
模
規
小
町

方
る
す
望
希
を
録
登
。
す
ま
い
行
を
け
付

。
い
さ
だ
く
て

和
令
、
も
合
場
の
中
録
登
在
現

2
年

（

0
2
0
2

）
年

3

間
期
効
有
が
で
ま
月

さ
望
希
を
録
登
き
続
き
引
。
す
ま
り
な
と

。
す
で
要
必
が
請
申
、
は
合
場
る
れ

録
登
格
資
加
参
札
入
町
川
田
有
、
お
な

録
登
く
づ
基
に
）
事
工
設
建
（
領
要
請
申

。
ん
せ
ま
き
で
が●

間
期
出
提

時
随
／

可
送
郵
※●

先
出
提

）
舎
庁
備
吉
（
課
務
財
／

●

類
書
請
申

政
行
水
清
び
よ
お
課
務
財
／

た
ま
。
す
ま
し
布
配
で
室
策
政
務
総
局

。
す
ま
き
で
ド

●

間
期
効
有

／
4
月
1

4
年

（

2
2
0
2

）
年

3
月
31
日

）
舎
庁
備
吉
（
課
務
財

◆
◆
◆

の
更
変
の
地
土
・
屋
家

で
ま
課
務
税
は
出
け
届

年
毎
、
は
税
産
資
定
固

1
月
1

在
現
日

て
し
有
所
を
産
資
却
償
・
屋
家
・
地
土
で

。
す
ま
れ
さ
税
課
に
方
る
い

成
平

31

）
年
９
１
０
２
（
年
元
和
令
・
年

は
て
い
つ
に
）
ど
な
た
し
成
造
を
畑
田
（

。
い
さ
だ
く
て
出
け
届

）
舎
庁
備
吉
（
課
務
税

を
告
申
の
産
資
却
償

！
く
な
れ
忘
お

し
営
経
を
店
商
や
場
工
で
人
個
や
社
会

た
の
業
事
の
そ
、
が
方
る
い
て
け
付
し
貸

な
品
備
・
械
機
・
物
築
構
る
す
有
所
に
め

車
動
自
・
屋
家
・
地
土
（
産
資
定
固
の
ど

。
す
ま
い
い
と
産
資
却
償
を
）
く
除
を

1

月
1

に
産
資
却
償
該
当
る
け
お
に
在
現
日

、
は
て
い
つ

1

な
し
告
申
に
で
ま
日
末
月

。
ん
せ
ま
り
な
ば
れ
け

い
あ
み
混
が
口
窓
と
る
な
に
近
間
限
期

（
に
め
早
。
す
ま

1

）
に
安
目
を
旬
中
月。

い
さ
だ
く
て
し
出
提

）
舎
庁
備
吉
（
課
務
税

開設日

開設場所

2月
開設時間12 13 17 18 19

水 木 月 火 水

有田市役所　3階　会議室 ● ●
9時 30 分～ 16 時
（相談受付締切時間

　15 時 30 分）

湯浅納税協会　3階　会議室 ●

9時 30 分～ 15 時
（相談受付締切時間

14 時 30 分）

有田川町役場
　吉備庁舎 3階　中会議室 ●

有田川町役場
　清水行政局 2階　大会議室 ●

※有田市会場は、有田市文化福祉センターから有田市役所に変更しています。
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告
申
定
確
ら
か
ホ
マ
ス

年
今

1

、
ら
か
月

2

与
給
の
上
以
所
カ

ど
な
業
副
や
入
収
金
年
、
方
る
あ
が
得
所

用
専
ホ
マ
ス
、
ど
な
方
る
あ
が
得
所
雑
の

が
囲
範
の
方
る
け
だ
た
い
用
利
ご
を
面
画

。
す
ま
り
が
広

行
発
で
署
務
税
、
や
方
の
ち
持
お
を
」
ン

「
た
れ
さ

ID

届
出

e
‐
T
a
x

く
用
利
ご
を

。
い
さ
だ

署
務
税
浅
湯

　

１
５
３
５
‐
３
６
☎

分
）
年
９
１
０
２
（
年
元
和
令

場
会
告
申
定
確
税
得
所

和
令
は
で
署
務
税
浅
湯

2
年

）
年
０
２
０
２
（

2
月
17

ら
か
）
月
（
日

3

月
16

を
場
会
成
作
書
告
申
で
ま
）
月
（
日

除
を
ど
な
日
祝
・
日
・
土
（
す
ま
し
設
開

。）
く

2
月
14

て
し
設
開
は
前
以
）
金
（
日

け
受
の
書
告
申
の
み
済
成
作
、
が
い
な
い

は
け
付
け
受
談
相

16

な
。
す
で
で
ま
時

。
い
さ
だ
く
し
越
お
に
め
早
く
べ
る

、
り
よ
に
況
状
雑
混
の
場
会
告
申、
お
な

16

る
す
了
終
を
け
付
け
受
談
相
に
前
以
時

。
い
さ
だ
く
承
了
ご
。
す
ま
り
あ
が
合
場

紙
用
・
け
付
け
受
の
書
告
申
の
み
済
成
作

は
付
交
の

17

（
日
初
日
設
開、
た
ま

2
月
17

））
月
（
日

（
限
期
告
申
定
確
や

3
月
16

））
月
（
日

さ
想
予
が
と
こ
る
す
雑
混
変
大
、
は
際
間

。
す
ま
れ

署
務
税
浅
湯

　

１
５
３
５
‐
３
６
☎

◆
◆
◆

和
令

2

）
度
年
０
２
０
２
（
度
年

、
て
い
つ
に
ど
な
営
運
業
事
の
林
有
国

も
と
と
る
め
深
を
解
理
の
ま
さ
皆
の
民
国

国
て
し
き
聞
お
を
望
要
ご
や
見
意
ご
、
に

有
国
、
め
た
る
せ
さ
映
反
に
政
行
野
林
有●

／
4
月
1

和
令

3

（
年

1
2
0
2

）
年

3
月
31

）
水
（
日

●

／
1
月
31

）
金
（
日

●

象
対

、
で
い
ま
住
お
に
内
県
山
歌
和
／

の
心
感
に
林
有
国
び
よ
お
業
林
・
林
森

方
の
人
成
る
あ

方
地
、
員
議
の
会
議
方
地
び
よ
お
会
国
※

務
公
家
国
の
勤
常
、
長
の
体
団
共
公

成
平
、
員

29

（
度
年

7
1
0
2

）
度
年

（
度
年
元
和
令
ら
か

9
1
0
2

）
度
年

で
ま

3

。
す
ま
き
除
は
方
た
れ
ら
め
務
を

理
管
林
森
国
中
畿
近
は
細
詳
の
集
募
※

http://w
w
w
.

rinya.m
aff.go.jp/kinki/kikaku/

m
onitor/index.htm

l

だ
く
覧
ご
を
）

。
い
さ

○
畿
近

中

企
部
画
企
務
総
局
理
管
林
山
国

○
画
調

課
進
推
政
林
課
整

　

‐
６
０
☎

６
０
４
３
‐
１
８
８
６

せ
ら
知
お
の
ら
か
隊
衛
自
・
省
衛
防

目
種
各

 

集
募
の
官
衛
自

●

集
募
の
生
補
候
官
衛
自

／
間
期
付
受
・

1
月
10

で
ま
）
金
（
日

／
日
験
試
・

1
月
11

）
土
（
日

／
格
資
・

18

上
以
歳

33

年
（
者
の
満
未
歳

問
お
は
て
い
つ
に
細
詳
る
係
に
格
資
齢

）
い
さ
だ
く
せ
わ
合
い

●

一
【
徒
生
校
学
科
工
等
高
隊
衛
自
上
陸

】
般

／
間
期
付
受
・

1
月
6

で
ま
）
月
（
日

／
日
験
試
・

1
月
18

）
土
（
日

和
令
／
格
資
・

2

）
年
０
２
０
２
（
年

4

月
1

で
在
現
日

15

上
以
歳

17

の
満
未
歳

）
む
含
み
込
見
（者
業
卒
校
学
中
で
子
男

●

会
明
説
集
募
種
各

で
所
内
案
集
募
田
有
／

日
平

9

17
時
30

中
施
実
時
常
に
分

部
本
力
協
方
地
山
歌
和
隊
衛
自
省
衛
防

 町
崎
宮
市
田
有
（
所
内
案
集
募
田
有1

0
6
‐
2
）　

１
３
６
６
‐
２
８
☎

　

E-m
ail  recruit1-w

akayam
a@
pco.

m
od.go.jp
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町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。広告

◆
◆
◆

施
実
覧
閲
の
果
成
の
査
調
籍
地

成
平

30

（
度
年

8
1
0
2

に
）
度
年

次
た
し
施
実
を
）
査
調
地
現
（
査
調
籍
地

施
実
を
覧
閲
の
果
成
、
て
い
つ
に
区
地
の

。
す
ま
し

係
関
、
ど
な
者
有
所
の
地
土
る
す
当
該

く
し
越
お
に
内
間
期
ず
必
は
ま
さ
皆
の
者

訂
等
り
誤
み
の
に
内
間
期
の
こ
。
い
さ
だ

。
す
ま
き
で
が
と
こ
る
す
を
出
し
申
の
正●

区
地

部
一
の
石
立
字
大
／

●

間
期

／
1
月
11

1
月
30
日

）
木
（●

間
時

／
9

17
時

む
含
を
日
土
の
内
間
期
※●

所
場

舎
庁
屋
金
／

2
階 

課
査
調
籍
地

室
務
事

）
舎
庁
屋
金
（
課
査
調
籍
地

等
内
宅
の
道
水

！
い
さ
だ
く
て
し
意
注
に
水
漏

管
道
水
、
や
合
場
る
け
空
を
家
で
期
長

ま
い
て
し
発
多
が
故
事
水
漏
る
よ
に
結
凍

！
す●

は
と
水
漏
等
内
宅

な
裂
破
が
管
道
水
で
）
側
内
（
側
家
り

こ
の
態
状
る
い
て
れ
漏
が
水
、
て
し
ど

。
す
で
と

●

用
使
道
水
下
（
金
料
道
水
の
合
場
の
そ

）
む
含
ど
な
料

　
　

お
額
全
に
ま
さ
者
用
使
道
水
、
則
原

。
す
ま
き
だ
た
い
い
払
支

関
に
免
減
の
金
料
道
水
る
か
か
に
水
漏
※

減
ば
れ
す
当
該
に
領
要
い
扱
り
取
る
す

全
も
て
し
当
該
し
だ
た
。
す
ま
き
で
免

。
ん
せ
ま
り
あ
は
で
除
免
額

●

止
防
水
漏
の
合
場
る
け
空
を
家
に
期
長

法
方

す
を
き
抜
水
、
て
め
閉
を
栓
元
の
道
水
・

。
る

提
の
」）
料
無
料
数
手
（
届
止
中
道
水
「・

、
時
開
再
（
い
さ
だ
く
て
し
討
検
を
出

料
数
手
と
出
提
の
届
始
開

1
0
0
0

。）
要
必
が
円

●

止
防
を
水
漏
ら
か
結
凍
管
道
水
の
場
冬

法
方
る
す

水
つ
ず
し
少
、
き
開
に
か
ず
わ
を
口
蛇
・

。
く
お
て
し
出
を

チ
ス
泡
発
、
に
分
部
の
口
蛇
や
管
道
水
・

う
覆
で
料
材
る
す
断
遮
を
水
の
ど
な
ル

。
的
果
効
と

。
る
す
を
き
抜
水
の
管
道
水
・

め
閉
を
栓
元
ず
ま
／
法
方
の
き
抜
水
※

を
口
蛇
る
あ
に
ろ
こ
と
い
低
番
一
、
て

く
て
い
抜
を
水
の
中
の
管
道
水
、
け
開

に
際
る
け
開
を
栓
元
、
お
な
。
い
さ
だ

。
い
さ
だ
く
て
け
開
ら
か
て
し
認
確

●

　
　

、
と
る
け
か
を
湯
熱
接
直
。
い
さ
だ
く

う
ま
し
て
し
損
破
を
ど
な
管
道
水
に
逆

。
す
ま
り
あ
が
れ
恐

●

）
法
方
る
べ
調
で
分
自
（　

　

が
3

。
す
ま
り
あ
が
）
の
も
た
い
つ
つ

の
水
漏
ば
れ
い
て
い
動
。
い
さ
だ
く
て

。
す
ま
り
あ
が
れ
恐

●

た
し
見
発
・
き
と
る
あ
が
れ
恐
の
水
漏

き
と

　
　

損
破
、
て
め
閉
を
栓
元
の
道
水
ず
ま

ま
の
そ
、
し
を
置
処
急
応
て
け
付
き
巻

業
事
工
置
装
水
給
定
指
町
川
田
有
「
ま

。
い
さ
だ
く
て
し
を
頼
依
の
理
修
に」
者

　

者
用
使
や
者
有
所
は
用
費
理
修
、
お
な

。
す
ま
り
な
と
担
負
ご
の

●

い
さ
だ
く
意
注
ご
に
れ
忘
め
閉
の
口
蛇

　
　

料
道
水
、
で
ど
な
れ
忘
め
閉
の
口
蛇

水
。
す
ま
り
あ
が
合
場
る
な
に
大
過
が

う
よ
い
な
が
れ
忘
め
閉
は
際
う
使
を
道

。
い
さ
だ
く
意
注
ご
に

課
道
水

4

広告 広告に関するお問い合わせは、株式会社 和歌山毎日広告社（☎ 073-423-9291 FAX073-428-2403）



と
界
世
の
メ
ニ
ア
「
業
事
生
創
方
地

誇
に
界
世
や
今
、
は
で
会
員
委
育
教
町

講
験
体
や
ト
ン
ベ
イ
（
し
催
た
し
用
活

考
と
う
こ
い
て
げ
な
つ
に
化
性
活
の
域
地

民
住
は
ず
ま
、
め
た
の
そ
。
す
ま
い
て
え

め
進
を
画
計
し
き
聞
お
を
声
の
ま
さ
皆
の

な
ん
こ
「。
す
ま
り
握
を
鍵
の
功
成
の
ト

ゲ
な
ん
こ
「」
い
し
ほ
て
し
を
ト
ン
ベ
イ

も
で
何
ど
な
」
い
し
ほ
で
ん
呼
を
ト
スO

K

お
く
し
ろ
よ
、
ど
ほ
の
力
協
ご
！

。
す
ま
し
た
い
い
願●

間
期
集
募

／
1
月
7

1
月

19

）
日
（
日

●

回
各
／

●

流
交
域
地
／

A
L
E
C

1

）
内
校
学
中
幡
八
（
室
書
図
ず

A
L
E
C
）

施
実
を
覧
縦
の
案
画
計
市
都

（
路
道
画
計
市
都
備
吉
町
川
田
有

1
・

4
・
1

）
線
備
吉
南
海
路
道
線
幹
格
規
高
号

市
都
、
で
の
う
行
を
）
定
決
県
（
更
変
の

。
す
ま
し
覧
縦
を
案
画
計

都
の
こ
で
ま
日
了
満
間
期
覧
縦
、
お
な

の
定
所
に
県
山
歌
和
て
い
つ
に
案
画
計
市

き
で
が
と
こ
る
す
出
提
を
書
見
意
で
式
様

。
す
ま●

間
期
覧
縦

／
1
月
20

2
月

3

）
月
（
日
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３
２
３
‐
１
４
４
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0
7
3
‐
4
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3
2
3
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会
明
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合
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職
離
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な
方
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し
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年
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、
性
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た

第
「
め
た
く
だ
た
い
て
い
働
で
内
県

2
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す
ま
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を
」
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ク
イ
サ
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明
説
業
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間
月
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強
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の
月

。
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ま
し
催
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／
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月
18

）
火
（
日
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目
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1
‐

2
）

●

者
象
対

し
職
離
で
ど
な
産
出
や
婚
結
／

外
県
、
方
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さ
職
退
年
定
、
性
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※
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目
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本
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☎
）
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０
８
０
８
‐
１
２
４
‐
３
７
０

親指と人さし指の先をつけて
目の下にあて、
涙を流すように
少し左右に揺らして下げる。

このコーナーでは、日常生活で
使う手話を紹介します。

手話にチャレンジ！
「悲しい」

第8回

※手話は、使う人やコミュニケーションをとる
　相手などによって異なるため、
　ここで紹介している手話と違う表現を使うことがあります。

4

広告 広告に関するお問い合わせは、株式会社 和歌山毎日広告社（☎ 073-423-9291 FAX073-428-2403）

2

9 10 11 12

19

20 21 22

29 2/1 2

9

1 各イベントなどの詳細は、
☎ 52-2111 にご連絡いただくか、
【　】内の担当までお問い合わせください。
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町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。広告
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